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よろこばせごっこ 

２学年 担任 

人はみんな、よろこばせごっこをして生きています。 

それが、このいかにもさびしげな人生のささやかな楽しみになります。 

ボクらはそんなに長く生きはしません。 

星のいのちにくらべれば、瞬間に消え去っていきます。 

それならば、その束の間の人生は、なるべく楽しく暮らしたが方がいい。 

そして、その楽しさの最大のものは他の人をよろこばせることなのです。 / やなせたかし 
 

｢誰かがやってくれるだろう｣。でも、その｢誰か｣に自分がなろうと自ら手を挙げて臨むこと

ができる人は、そんなに多いわけではありません。自分にとっての損得勘定を抜いて、｢誰かの

ために｣動くことができるのは人としての優しさであり、強さの一つであると感じますが、簡単

なことではありません。でも、目には見えない誰かの喜ぶ顔を想像して取り組むことに、人と

しての活動の本質がそこにはあると思います。 

３年生の卒業式に彩りを添える装飾掲示物の制作活動。学年協のメンバーを中心とした準備、

学年全体で活動に費やした時間から見ると、完成した装飾掲示物を実際に観てもらう時間は、

ほんの数分程度かもしれません。ただ、重要なのはそこではなく、｢裏側｣の捉え方です。どん

なことにも、どんな物にもその｢裏側｣には目には見えない沢山の想いや努力が詰まっています。

その｢裏側｣を感じながら活動に当たった時間には、素敵な『価値』が生まれているはずです。

ＡＩをはじめとする情報技術がめざましく発展し、｢コスパ｣、｢タイパ｣が求められ、最短距離

での模範解答を労せず得られる時代ではありますが、人にしかできない活動の本質が、そこに

在り続けてくれることを願っています。 

さて、卒業していく３年生から在校生は何を｢紡ぐ｣べきでしょうか。３年生から託された大

きな役割の一つです。その答えは誰かが用意してくれるわけではありません。「与える側」と

していろいろな事を考え、時間をかけて一歩ずつ歩みを進めてほしいと思います。いつかあな

たも迎える卒業の日にも、自分たちのために彩りを添えてくれる人が必ずいます。その時は違

う立場で、その｢裏側｣を捉えてその日を迎えたいですね。 

 

卒業を祝う取組の様子 
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３月の主な行事予定 

２(月) 

 

３(火) 

 

 

４(水) 

 

 

５(木) 

 

 

６(金) 

 

11(水) 

 

 

12(木) 

 

 

13(金) 

 

 

卒業期特別時間割（～11 日） 

 

午前授業、3 年給食なし 

公立高校入試下見 

 

午前授業、3 年給食なし 

公立高校入試① 

 

公立高校入試② 

送別集会リハーサル 

 

送別集会 

 

図書館閉館 

（公立高校追検査日） 

 

卒業式総練習、給食なし 

完全下校、NO 部活 DAY 

 

第 27 回 卒業証書授与式、給食なし 

 

16(月) 

 

 

17(火) 

 

 

18(水) 

 

 

19(木) 

 

 

20(金) 

 

23(月) 

 

 

24(火) 

 

 

25(水) 

午前授業、給食あり 

完全下校、職員会議 

 

午前授業、給食あり 

公立高校合格発表日、完全下校 

 

午前授業、給食あり 

完全下校、期末特別清掃① 

 

３時間授業、給食なし 

完全下校、期末特別清掃② 

 

春分の日 

 

３時間授業、給食なし、完全下校 

期末特別清掃③ 

 

３時間授業、給食なし、完全下校 

期末特別清掃④ 

 

修了式、離任式、 

給食なし、完全下校 

※ SC 来校日 ３日（火）、10 日（火）、17 日（火）、24 日（火） 

犯罪実行者募集の実態『闇バイト』 

近年、SNS やインターネットを通じて、『闇バイト』と呼ばれる犯罪に関与するアル

バイトが問題となっています。これらの仕事は、一見すると簡単で手軽にお金が稼げる

ように見えますが、実際には犯罪行為を強要されるリスクがあります。 

「自宅でできる」「すぐにお金がもらえる」といった甘い誘いに乗ることは非常に危

険です。具体的には、個人情報の不正取得や、違法な荷物を運ばせるといった内容が多

く、犯罪に巻き込まれた場合、法的な処罰を受ける可能性が高いです。また、悪質な場

合は、さらに危険な状況に追い込まれることもあります。 

保護者としては、子どもにインターネットや SNS での仕事のリスクをしっかりと伝え

ることが大切です。特に、金銭的な誘惑に負けないよう、冷静に判断できるような思考

力を育てましょう。また、怪しいバイトの誘いには注意し、もしそのような仕事に誘わ

れた場合は、すぐに大人に相談することを促すことが重要です。 

子どもたちが安全にインターネットを利用できるよう、日頃からコミュニケーション

を取り、リスクに対する認識を深めていきましょう。 


